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http://www.lfa.jp ／　e-mail：info@lfa.jp

基本理念
障害者には、同世代の健常市民と同様の「当たり前の生活を営む権利」、すなわちあらゆる

面での「完全参加と平等」の権利がある。
これを保障するためには、全ての面での条件整備が必要である。

３つの目標
１．福祉施設にありがちな「隔離と管理」から脱皮するため、職員、利用者、地域住民の意
識改革に努めるとともに地域福祉の核機能を果たしていく。

２．障害者への差別と偏見を除去し、障害者の学習権・労働権・生活権を保障していく。
３．「平和は福祉の基盤」「福祉は平和のシンボル」であることを身近なところから裏付け
し、これを支える福祉運動を推し進めていく。

７つの展開
１．本部役員は安定した財政と柔軟な経営、適切なニーズに対応が出来るよう、積極的にそ
の任務を果たすようにする。

２．各施設職員はたゆまぬ研修とサービス技術の向上に努め、施設内外の期待に応えられる
ようにする。

３．各施設入・通所利用者は障害に甘えることなく主体的な自主行動を展開し、また地域在
住障害者と共同して生活改善の運動を開花、充実させてゆくようにする。

４．行政機関に働きかけ、公私の役割分担を明らかにしながら民間施設機能の特色が発揮で
きるための法的援助体制を確立してゆくようにする。

５．学校・公民館などに対し、「福祉教育の重要性」を訴えながら、自らも各施設を福祉教
育実践の場として開放していくようにする。

６．行政・企業・労働組合の理解と協力を得て、障害者の雇用を促進させるとともに、自ら
も可能な限り多様な障害者の就労の場づくりに努めるようにする。

７．一般市民の参加を得てボランティアスクールを継続的に開講し、福祉の人的資源の発掘
と育成に努め、より豊かなボランティア活動の土壌を育む。また各種の交流行事の開催、
地域行事への参加を通じ理解・協力と連帯の輪を広げてゆくようにする。
（これは31年前の法人設立時のものそのままです）

就労支援事業所（定員60名）×２カ所（旧身体障害者通所授産、知的障害者通所授産）
障害者支援施設（定員60名） （旧身体障害者療護施設）
知的障害児通園施設（定員60名） （指定管理者）
知的障害者通所更生施設（定員50名） （指定管理者）
横浜市法人運営型地域活動ホーム　（小規模多機能施設）
短期入所（18床）
福祉ホーム（定員10名）
グループホーム・ケアホーム（定員５名）×２カ所
児童デイサービス事業（定員20名）
委託相談支援事業
移動支援事業
日中一時支援事業所（定員15名・20名）×２カ所（旧障害者デイサービス・タイムケア）
居宅介護支援事業
訪問リハビリテーション事業
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社会福祉法人光友会における経営基盤の安定と
サービスの向上をめざす実践

社会福祉法人　光友会
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高齢者デイサービス事業（定員15名）
高齢者居宅介護等事業
藤沢市太陽の家体育館（指定管理者）

①社会福祉事業 1,474,846,881円
②公益事業 72,254,643円
③収益事業 0円
合計 1,547,101,524円

260名（非常勤含む）

人材確保と育成
新しいニーズをとらえた新たな事業展開
制度改定による収入減への対応
若い職員が夢と希望を持てる職場づくり

本法人は創設以来、地域福祉の推進、施設による隔離や管理からの脱皮を理念とし、施設機
能の開放や住民との交流事業を進めてきた。
また法人理念に沿った事業展開を進めていくと、その時点で制度化されていない事業にも積

極的に取り組まなければならない。そのためには「自主財源の確保」が不可欠であり、またそ
のような先進的事業を提供できる人材の育成が第一と考え、発表する取り組みを法人創設以来
おこなっている。

法人及び後援会が行う地域交流のための事業（夏祭り、コンサート、寄席等）には、毎年延
べ5000人強の来場があり、地域に浸透しているとともに、後援会を通じた寄付金収入として安
定した事業経営に役立っている。
人材については、収入減があり苦しい中、一定の常勤率（現在約70％）を確保し、高い水準

のサービス提供を確保するとともに、一人の職員が複数の職域を持ち、新たな事業にも即対応
できる人材育成を実施できている。また適材適所の配置換えを心がけることにより、職員の士
気を喚起し、エイジレスを目指しながら、働く意志と法人のニーズの整合による安定的職場を
目指し、退職率も低い状況となっている。
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